
さく ぶん
作文のフィードバック

さくぶん し どう がくせい さくぶん ちから の
作文を指導するとき、学生の作文の力を伸ばすために

さくぶん か あと し どう こう か てき おこな たいせつ
は、作文を書かせた後の指導を効果的に行うことが大切

こんかい さくぶん ほうほう
です。そこで、今回は作文のフィードバックの方法とし

がくせいどう し おこな ば あい きょう し おこな ば あい
て、学生同士で行う場合と教師が行う場合、それぞれに

かんが
ついて考えてみましょう。

がく せい どう し
◆学生同士のフィードバック

さくぶん か あと きょう し てんさく ま
作文を書かせた後でそれをすぐに教師が添削する（間

ちが なお い がい がくせいどう し さくぶん こうかん たが
違いを直す）以外に、学生同士で作文を交換してお互い

よ か たが さくぶん
に読んでコメントを書くこともできます。お互いの作文

み がくせい じ しん さくぶん か
を見てチェックすることで、学生自身が、作文を書くと

てん ちゅう い
きどんな点に注意したらいいかがわかるようになります。

じっさい がくせいどう し い
しかし、実際には、学生同士でチェックすると言っても、

がくせい ば
学生はどこをどうチェックしたらいいのかわからない場

あい おお がくせいどう し
合が多いでしょう。そこで、学生同士でチェックさせる

ば あい さくぶん くら てん
場合には、モデルとなる作文と比べさせたり、どの点に

ちゅう い しめ ひつよう
注意したらいいのかを示したりする必要があります。

ひょうげん
ここでは、「～てもらう・～てくれる」などの表現を

べんきょう あと さくぶんれんしゅう れい かんが たと
勉強した後の作文練習を例にして考えてみましょう。例

いえ ほうもん
えば、「だれかの家を訪問したときのこと」というテー

さくぶん か
マで作文を書くということにしましょう。

ぜんかい しょうかい さくぶん か まえ ぶんしょう
前回も紹介しましたが、作文を書かせる前に文章のモ

てい じ がくせい さくぶん か らく
デルを提示したほうが、学生にとって作文を書くのが楽

がくせいどう し ば あい
になります。学生同士でチェックさせる場合にも、この

ぶんしょう がくせい なお さんこう つか
ような文章のモデルを、学生が直すための参考として使

うことができます。

たと ぶ ぶん
例えば、 の部分は「～てもらう・～てくれる」の

ひょうげん ぶ ぶん つか ひょうげん
表現で、 の部分は使ってほしい表現です。このよう

がくせい しめ さくぶん み
に学生にわかりやすく示しておくと、作文を見るときに

てん ちゅう い
どのような点に注意すればいいかがわかります。

がくせいどう し たが さくぶん こうかん
さらに、学生同士がお互いの作文を交換してチェック

ば あい つぎ き
する場合、次のようにチェックポイントを決めておくこ

ひつよう
とも必要です。

ほか がくせい さくぶん ぼ ご か
他の学生の作文についてのコメントは母語で書かせて

もかまいません。

かつどう がくせい さくぶん きゃっかんてき み し
このような活動により学生は、作文を客観的に見る視

てん も じ ぶん
点を持つことができるようになります。そうすると自分

さくぶん か ちゅう い
でも作文を書くときに注意するようになるでしょう。
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じゅ ぎょう

授業のヒント

さくぶん
〈モデル作文〉

せんしゅう にちよう び やま だ いえ い わたし まち
先週の日曜日に山田さんの家に行った。私の町

じ かん やま だ いえ
からバスで１時間くらいかかった。山田さんの家は

がい
アパートの３階だった。

やま だ いえ に ほん
山田さんの家には、日本のものがたくさんあった。

に ほん うた た もの やま
日本の歌のCDや、めずらしい食べ物があった。山

だ に ほん りょう り つく あま すこ
田さんが日本の料理を作ってくれたが、甘すぎて少

た に ほん うた おし
ししか食べられなかった。でも、日本の歌を教えて

み
もらったり、ビデオを見せてもらったりして、とて

たの
も楽しかった。

じ やま だ いえ で やま だ
５時ごろ、山田さんの家を出た。山田さんはバス

てい おく こん ど わたし す うた
停まで送ってきてくれた。今度は私の好きな歌のCD

も い おも
を持って行こうと思う。

ほうもん さくぶん ば あい
〈チェックポイント〉（訪問の作文の場合）

か
�書いてあることがわかるか。

どこがわかりにくいか。

じゅんばんどお せつめい
�できごとを順番通り説明しているか。

い かた ただ つか
�「てもらう」「てくれる」という言い方を正しく使っ

ているか。

こんかい さくぶん か あと
今回は作文を書かせた後のフィードバック

ほうほう しょうかい
の方法について紹介します。

もくてき おし
目的・教えること

じゅぎょう か さくぶん
・授業で書いた作文をフィードバックする

がくしゅうしゃ
学習者のタイプ

しょきゅうこうはん ちゅうきゅう
・初級後半・中級

にんずう
クラスの人数

なんにん
・何人でも

じゅん び
準備するもの

とく
・特になし
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きょう し
◆教師のフィードバック

つぎ きょう し ほうほう かんが
次に、教師がフィードバックする方法について考えま

さくぶん し どう たいせつ がくせい さくぶん か
しょう。作文指導で大切なことは、学生の「作文を書こ

き も たか がくせい
う」という気持ちを高めることです。ですから、学生の

ま ちが なに なお がくせい じ しん
間違いを何もかも直してしまうなど、学生が自信をなく

なお かた さ
してしまうような直し方は避けたほうがいいでしょう。

ま ちが ふ し ぜん ぶ ぶん かんぜん なお
そこで、間違いや不自然な部分をすべて完全に直すの

さくぶん きょう し たいせつ おも ぶ ぶん ちゅうしん
ではなく、その作文で教師が大切だと思う部分を中心に

てんさく なに じゅうよう がくせい り かい
添削すると、何が重要なのか学生にも理解しやすいで

しょう。

たと つぎ てん ちゅう い
例えば、次のような点に注意してみましょう。

きょう し ちゅう い さくぶん
教師がどんなことに注意して作文をチェックしている

がくせい し
のかを学生にも知らせ、フィードバックのときにも、ど

ま ちが わ しるし つ
のような間違いなのかが分かるように印を付けるといい

でしょう。

みぎうえ てんさくれい み ぶ ぶん
右上の添削例を見てください。 の部分は「～ても

ま ちが ぶ ぶん ほか
らう・～てくれる」の間違い。 の部分は、その他の

ぶんぽうこうもく ご い ま ちが ぬ
文法項目や語彙の間違い。 また、 はことばが抜け

しるし ぶ ぶん ぶ ぶん
ている印です。そして の部分はよくできた部分で

きょう し ただ こた あた がくせい もんだい
す。教師が正しい答えを与えるのではなく、学生に問題

てん し ただ こた かんが
点を知らせ、正しい答えを考えさせたほうがいいでしょ

しるし がくせい わ ば あい
う。ただし、印だけでは学生に分かりにくい場合には、

たと じょ し ま ちが ま ちが
例えば助詞の間違いなら などのようにどんな間違

わ
いがあるのか分かるようにしてもいいでしょう。

みぎうえ れい かい わ すこ ふ し ぜん
右上の例で「会話をした」などは少し不自然ですが、

い み わ ば あい なお
意味は分かるので、場合によっては直さなくてもいいで

しょう。

い じょう ぜんかい こんかい さくぶん し どう かんが
以上、前回と今回、作文指導について考えてきました。

かい とお さくぶん し どう とく たいせつ がくせい
２回を通して作文指導で特に大切なことは、学生のやる

き たか きょう し さくぶん し どう ぜん
気を高めることです。そのために、教師は作文指導の全

たい かんが がくせい か てい じ
体を考えて、学生が書きやすいようにモデルを提示した

たす あた なお
り、助けを与えたり、わかりやすいように直したり、い

く ふう
ろいろな工夫をしていくといいでしょう。
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たんとうしゃ ふるかわよし こ きたむらたけ し に ほん ご こくさい せんにんこう し
このコーナーの担当者：古川嘉子、北村武士（日本語国際センター専任講師）

どくしゃ みな せいこうれい しっぱいだん よ
読者の皆さんのアイディア、成功例、失敗談などをお寄せください。

ぜんたい ないよう
�全体の内容がわかりやすいか。

しょうてん ぶんぽうこうもく ひょうげん れい
�焦点となる文法項目や表現（ここの例では「～て

ただ つか
もらう・～てくれる」）が正しく使われているか。

き しゅう ぶんぽうこうもく ご い ただ つか
�既習の文法項目や語彙が正しく使えているか。

ぶんたい とういつ ふ つうたい
�文体が統一されているか。（普通体・です／ます）

てんさくれい
〈添削例〉

さんこうぶんけん
■参考文献■

に ほん ご きょういくがっかいへん
１．日本語教育学会編（１９８２）

に ほん ご きょういく じ てん さくぶん し どう こうもく
『日本語教育辞典』の「作文の指導」の項目
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『日本語教育ハンドブック』の「書くことの指導」

こうもく
の項目
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